
ことしも「おはようスケッチ大会」の時期がやってきました。
町内に住んでいる子供さんは奮って参加して下さい。

と　き 平成13年7月20日
（海の日）雨天時21日（土）

ところ 岡垣サンリーアイ
ふれあい広場

応 募 資 格
4才以上の幼稚園、保育園児、小学生、中学生

応 募 方 法
各幼稚園、保育園、小中学校を通じて申込む

応 募 作 品
岡垣八景の内「岡垣サンリーアイ」から観た景色を
題材とし、当日製作したものに限る。

画 材
クレヨン、クレパス、水彩絵の具、その他。

賞及び表彰
入選作品には賞状と副賞があります。
又、サンリーアイギャラリー及び駅前ぎゃらりー
に展示されます。



在
宅
療
養
者

看
護
教
室
の
ご
案
内

1
目
　
的

一
旦
、
病
気
に
な
り
身
体
機
能

が
低
下
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
住

環
境
で
は
不
自
由
と
な
り
、
改
造

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
が
、
そ
れ
は
単
な
る
改
造
工
事

で
は
な
く
、
専
門
家
か
ら
の
生
活

指
導
と
一
体
と
な
っ
た
支
援
が
必

要
で
、
本
人
や
家
族
、
建
築
士
、

理
学
療
法
士
等
と
の
意
見
交
換
も

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
遠
賀
保
健
所
で
は
、
住

宅
改
造
を
行
う
上
で
の
留
意
点
を

中
心
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
に

つ
い
て
次
の
よ
う
な
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

2
対
象

中
間
市
・
遠
賀
郡
内
に
住
ん
で

い
る
、
神
経
難
病
患
者
と
そ
の
家

族
や
一
般
住
民
で
関
心
の
あ
る
方

（
50
人
程
度
）

3
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
第
一
回
目
）
平
成
13
年
7
月
19

日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら
四
時

場
　
所

遠
賀
保
健
所

内
　
容

講
義

①
住
宅
改
造
の
考
え
方

②
住
宅
改
造
の
実
際
と
そ
の

ポ
イ
ン
ト
Ⅰ

講
　
師
　
作
業
療
法
士

（
第
二
回
目
）
平
成
13
年
7
月
26

日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら
四
時

場
　
所

遠
賀
保
健
所

内
　
容

講
義

①
介
護
保
険
と
の
関
係

②
住
宅
改
造
の
実
際
と
そ
の

ポ
イ
ン
ト
Ⅱ

③
福
祉
機
器
に
つ
い
て

講
　
師

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

作
業
療
法
士

4

参
加
費

無
料

5

申
し
込
み
方
法

7
月
13
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に

お
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
50
人

程
度
と
し
ま
す
。

6

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
遠
賀
保
健
所
保
健
課
健

康
増
進
係

1
0
9
3（
2
0
1
）5
6
6
6

参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう。「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込め
た読者のページです。�
　楽しかったこと、悲しかったことから
地区の活動まで、また、イラスト・4コマ
まんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。�
応募先／〒811-4233岡垣町大字野間
697-1 岡垣町役場地域振興課・広報「ど
くしゃの私書箱」係�
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿
名も可）・年齢・電」なく。�

13年前位に若潮学級よりの立ち上りと聞い

ています。平成6年度に、土曜会とスマイル

が合併して健康レク「フレンド」として発足

しました。平成9年には、記念事業として10

周年もすませ現在に至っております。

文化協会に加入し5月の芸能祭11月の文化

祭に参加しクラブ内においては、クリスマス、

花見、旅行などを行いクラブの輪と交友を深

め気持ちの良い汗をかいています。

現在は、昔の乙女ばかりでがんばっており

ますが、これもまた楽しく、むりをせずこれ

からの体力作り、仲間作りに重点をおいてお

ります。

毎週金曜日　15:00～17:00

東部公民館　大会議室

会員を募集致します。年令、男、女関係なし

皆さん一度見学においで下さい

連
絡
先：

岡
垣
町
山
田
1
4
2-

3

西
嶋
　
久
美
子
　
1
2
8
2-

2
3
8
7

SPORT
S

FOR

ALL

このコーナーでは町内で活動してい
るスポーツクラブを紹介します。今回
は、健康レク『フレンド』の西嶋久美子
さん（山田）にお話しをお聞きました。

フ
レ
ン
ド



公園は、地域住民の憩いとふれあいの場であり、街並みの大切な要素のひとつ
です。また災害時における防災の避難場所としての役割も担っています。
岡垣町では、地域の子供達の利用を前提に児童公園を中心とした公園整備を行

ってきましたが、近年は子供の数が少なくなったこともあり利用者が減っていま
す。公園は、地域のコミュニティづくりとして身近な場所にあります。子供から
高齢者まで多くのみなさんが、いろんな形で利用していただき地域交流の場とし
て、役立ててほしいと考えます。また、岡垣町では公園の日常的な管理（清掃・草
取）については地元関係区にお願いしています。
みなさんの公園です大切にして下さい。

グランドゴルフをする地域住民 ボールで遊ぶ子供達

遊具で遊ぶ子供達 お問い合わせ　建設課　都市計画係 清掃をする地域住民



〇米(2と1/2カップ)〇麦(1/2カップ)�
〇水(3と1/2カップ)〇梅干し(中4個)�
〇酒(大さじ2)〇ゆかり(5g)�
〇大根葉(150g)〇土生姜(5g)�
〇白ごま(10g)

〇さや付き枝豆(300g)〇生椎茸(170g)�
〇A・砂糖(小さじ1と1／2)・�
しょうゆ(小さじ2)・出し汁(小さじ2)�

〇ピーナッツ(30g)�
〇B・割り醤油(大さじ1)・出し汁(大さじ3)

①　ピーナッツは茹でてさやから出しA
を加えてさらによくすりまぜる。�

②　生椎茸はBにつけてから焼き、放射
状に切る。�
③　枝豆と②を①で和える。�

◇①は梅ドレッシングでもよい。�
ゆかりは梅干ししそを天日で乾燥し、
もんで作る。市販でもよい。�
大根葉は季節の青菜を使うもよい。�

◇②はピーナッツ、くるみ、アーモンド
を使ってもよい。�

①　米と麦は洗い分量の水に１時間く
らい浸しておく。�
②　梅干しは酒に浸しておく。�
③　①・②を加えて炊き、炊き上がった
ら梅干しの種を取り、ゆかりを加えて
かき混ぜる。�
④　大根葉は洗って熱湯にサッくぐら
せ細かく切り土生姜のみじん切りと
ゴマと一緒に鍋で空いりしてふりか
けを作る。�
⑤　お茶碗に盛り④をふりかける。�

�

-郷土の食材で元気づくり-

見
た
目
の
「
き
れ
い
さ
」
よ
り
も

「
衛
生
的
」
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
族
み
ん
な
が
、
毎
日
の
生
活
の
な

か
で
、
食
中
毒
か
ら
身
を
守
る
具
体

的
な
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

１
　
買
い
物
を
す
る
と
き
は

○
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品

は
新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

消
費
期
限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

○
購
入
後
は
、
肉
汁
や
魚
な
ど
の
水

分
が
も
れ
な
い
よ
う
に
、
別
の
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
に
分
け
て
、
素
早
く
持

ち
か
え
り
ま
す
。
購
入
後
に
立
ち
話

や
他
の
用
事
を
済
ま
せ
る
の
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
温
度
管
理
が
必
要
な
食

品
（
生
も
の
、
冷
凍
食
品
な
ど
）
は

最
後
に
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

２
　
食
べ
物
を
保
存
す
る
と
き
は

○
温
度
管
理
が
必
要
な
食
品
は
、
持

ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫

に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

○
冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
、
冷
凍
庫
は

マ
イ
ナ
ス
15
度
以
下
が
目
安
で
す
。

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
は
、

冷
却
効
率
を
悪
く
す
る
の
で
注
意
し

ま
す
。
7
割
程
度
が
目
安
で
す
。

○
肉
や
魚
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
て
、
ほ
か
の
食
品
に
肉
汁
な
ど
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
。

３
　
料
理
の
時
は

○
何
は
と
も
あ
れ
、
手
を
洗
い
ま
し

ょ
う
。
肉
、
魚
、
卵
な
ど
を
扱
っ
た

あ
と
や
、
動
物
に
さ
わ
っ
た
り
、
ト

イ
レ
、
お
む
つ
交
換
、
鼻
を
か
ん
だ

り
し
た
あ
と
は
必
ず
手
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
く
ら
い
い
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
肉
や
魚
の
汁
が
、
野
菜
な
ど
生
で

食
べ
る
も
の
や
調
理
が
す
ん
だ
も
の

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
調

理
台
の
整
理
も
大
切
で
す
。

○
包
丁
や
ま
な
板
は
、
肉
や
魚
を
切

っ
た
あ
と
に
一
度
熱
湯
で
洗
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
肉
用
、
魚
用
、
野
菜
用
と

別
々
に
そ
ろ
え
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

○
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、
ス
ポ

最
近
で
は
、
１
年
を
通
し
て
み
ら
れ
る
食
中
毒
で
す
が
、
夏
場
の
こ
の
季
節
は

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る
食
中
毒
が
集
中
す
る
た
め
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
食
中

毒
は
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
の
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
家
庭

の
食
事
で
も
お
こ
り
ま
す
。

ン
ジ
な
ど
の
調
理
器
具
は
、
洗
剤
と

流
水
で
洗
い
熱
湯
を
か
け
た
り
、
煮

沸
、
薬
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

○
調
理
は
、
食
品
の
中
心
部
が
75
度

で
１
分
間
以
上
に
な
る
よ
う
に
十
分

に
加
熱
し
ま
す
。

○
調
理
途
中
で
放
置
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

○
調
理
は
必
要
な
量
だ
け
作
り
ま
し

ょ
う
。
余
り
す
ぎ
て
い
つ
ま
で
も
食

べ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

４
　
食
事
を
す
る
と
き
は

○
食
事
の
前
に
必
ず
手
を
洗
い
ま
し

ょ
う
。

○
調
理
し
た
も
の
を
長
く
放
置
し
な

い
よ
う
に
す
み
や
か
に
食
べ
ま
し
ょ

う
。
す
ぐ
に
食
べ
な
い
と
き
は
、
清

潔
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
ポ
イ
ン
ト
は

食
中
毒
菌
を
「
つ
け
な
い
、
増
や

さ
な
い
、
殺
す
」
の
３
原
則
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
買
い
物
か

ら
、
調
理
、
あ
と
片
づ
け
ま
で
の

ひ
と
り
ひ
と
り
の
こ
こ
ろ
が
け
が
、

あ
な
た
を
食
中
毒
か
ら
守
り
ま
す
。

健
康
福
祉
課
保
健
婦

野
口
　
洋
子



み　　　 な　　　づき

町 役 場
教育委員会

は 1282 ―1211
ひとにいい

水無月のもよおし・おしらせ水無月のもよおし・おしらせ

URL(ホームページのインターネット上の住所) http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

個
人
事
業
税
の
第
1
期
分
納

期
限
は
8
月
31
日
で
す
。
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
税
に

つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
若
松
県
税
事
務
所
1
7

6
1
―
4
0
2
4

①
目
的

こ
の
説
明
会
は
、
社
会
福
祉

事
業
へ
の
就
職
希
望
者
な
ど
に
、

社
会
福
祉
及
び
福
祉
施
設
に
つ

い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る

と
と
も
に
、
福
祉
施
設
等
へ
の

就
職
の
援
助
を
お
こ
な
い
、
福

祉
人
材
の
確
保
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
本
年
度
第
1
回
目

を
開
催
す
る
。

②
参
加
対
象

社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
就
職

希
望
者
及
び
福
祉
の
仕
事
に
関

心
の
あ
る
人
　
定
員
1
5
0
0
名

③
と
　
き
・
と
こ
ろ

平
成
13
年
7
月
20
日
（
金
・

祝
日
）「
海
の
日
」
10
時
30
分
か

ら
16
時
（
受
付
は
10
時
〜
15
時

ま
で
）「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
」

ア
リ
ー
ナ
棟
大
ホ
ー
ル
福
岡
県

春
日
市
原
町
3
丁
目
1
―
7（
J

R
春
日
駅
前
）

④
参
加
方
法

事
前
参
加
申
込
み
不
要
、
当

日
会
場
に
お
い
て
受
付
。
入
場

無
料
。

⑤
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
福

祉
施
設
・
人
材
部
　
人
材
課
）

〒
8
1
6
―
0
8
0
4
福
岡
県

春
日
市
原
町
3
丁
目
1
―
7

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
2
階

1
0
9
2
―
5
8
4
―
3
3
1

0F
A
X
0
9
2
―
5
8
4
―
3
3

1
9

と
　
き
　
7
月
23
日
（
月
）

午
前
9
時
45
分
〜
午
後
4
時
50

若
松
県
税
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
福
祉
の
職
場
説
明
会
」

第
13
回
聴
覚
活
用

夏
期
研
修
講
座

分と
こ
ろ

福
岡
県
立
小
倉
聾
学

校
（
小
倉
北
区
三
郎
丸
2
丁
目

9
―
1
）

内
　
容

午
前
は
幼
稚
部
、
小

学
部
、
中
学
部
の
公
開
授
業

午
後
は
講
演
会

（
講
師：

聴
覚
障
害
児
と
共
に

歩
む
会
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

南
村
洋
子
先
生
）

及
び
分
科
会
（
早
期
教
育
、
聴

覚
活
用
、
言
語
指
導
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

小
倉
聾
学
校

1
0
9
3
―
9
2
1
―
3
6
0

0F
A
X

0
9
3
―
9
3
1
―
9

9
0
4（
担
当
　
藤
野
）

 

７
月
１
日
か
ら
、救
急
患
者
に
対

す
る「
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
医
」

の
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。�

 

遠
賀
中
間
医
師
会
で
は
、救
急
患

者
に
つ
い
て
の
電
話
の
問
い
合
せ

に
対
応
す
る
医
師
を
当
番
制
で
置

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

○
時
間
は
、毎
日
午
後
６
時
か
ら

午
後
１０
時
ま
で
。�

○
問
い
合
わ
せ
番
号�

1
２
０
１
―
９
９
９
９（
当
番
医

へ
転
送
さ
れ
ま
す
）�

当
番
医（
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ

せ
医
）が
状
態
を
お
聞
き
し
、そ
の

医
師
が
診
療
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
し
、他
の
医
師
を
紹
介
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く

だ
さ
い
。�

　
な
お
、当
番
医
が
緊
急
の
往
診

等
で
不
在
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

◎
日
曜
・
祭
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
は
、休
日
急
病
セ

ン
タ
ー�

（
1
２
０
１
―
９
９
９
９
）で
従
来

ど
お
り
診
療
を
し
て
い
ま
す
。�

◎
そ
の
他
の
救
急
の�

問
い
合
わ
せ�

1
２
９
３
―
１
２
３
１�

（
遠
賀
郡
消
防
署
）�



遠
賀
保
健
所
で
は
C
型
肝
炎
に
感

染
し
た
人
を
早
期
に
発
見
し
、
医
療

機
関
へ
の
受
診
を
勧
め
、
肝
が
ん
発

生
の
予
防
と
そ
の
不
安
の
解
消
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
6
月
1

日
よ
り
C
型
肝
炎
の
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

○
対
　
象

C
型
肝
炎
に
つ
い
て
相
談
を
希
望

す
る
人

○
開
設
日

遠
賀
保
健
所
の
開
庁
日
（
月
〜
金

曜
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）
に
電

話
や
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。

な
お
、
C
型
肝
炎
検
査
が
必
要
な

場
合
は
、
毎
週
月
曜
日
に
検
査
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
検
査
の
料
金
は

有
料
（
1
、
6
2
0
円
）
で
す
。
ま

ず
は
、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
そ
の
他

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
者
の
う

ち
、
エ
イ
ズ
検
査
と
併
せ
て
C
型
肝

炎
検
査
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、

C
型
肝
炎
検
査
に
つ
い
て
も
平
成
13

年
10
月
31
日
ま
で
の
間
無
料
で
検
査

を
行
い
ま
す
。

○
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
所
保
健
課
感
染
症
係

1
2
0
1
―
4
1
6
1

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
問
い
合

わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

（
1
2
9
3
―
8
1
2
5
）
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

1
目
　
的

身
近
な
学
習
施
設
を
利
用
し
た
I

T
講
習
の
実
施
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
等
の
基

礎
技
能
の
修
得
を
は
か
り
、
全
て
の

国
民
が
I
T
革
命
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
I
T
の
普
及
を
め
ざ
す

た
め
。

2
と
　
き

平
成
13
年
8
月
1
日
〜
8
月
4
日

（
4
日
間
）

9
時
30
分
〜
12
時
30
分

3
と
こ
ろ

福
岡
県
立
遠
賀
高
等
学
校
講
義
室

4
対
象
者

20
歳
以
上
の
遠
賀
郡
・
中
間
市
在

住
の
人

5
定
　
員
　
20
人

6
募
集
期
間
　
平
成
13
年
6
月
15
日

（
金
）〜
7
月
16
日（
月
）

7
申
し
込
み
方
法

遠
賀
高
校
宛
往
復
は
が
き
で
申
し

込
み
。参
加
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
参
加
を
決
定
い
た
し
ま

す
。

8
問
い
合
わ
せ

〒
8
1
1
―
4
3
3
2

福
岡
県
立

遠
賀
高
等
学
校
　
許
斐
　
希
求
朗

宛1
0
9
3
―
2
9
3
―
1
2
2
5

F
A
X
0
9
3
―
2
9
3
―
4
3
1
4

1
対
象
者
　

聴
覚
障
害
に
よ
る
聞
こ
え
や
こ
と

ば
の
発
達
で
困
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

（
対
象
年
齢
1
歳
〜
15
歳
）
並
び
に

そ
の
保
護
者
や
関
係
者

2
受
　
付
・
相
談
日

月
曜
日
〜
金
曜
日

9
時
〜
16
時

30
分土

曜
日
（
休
業
日
以
外
）
9
時
〜

12
時
（
事
前
に
電
話
・
F
A
X
等
で

下
記
担
当
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
）

3
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校

1
0
9
4
9
―
2
6
―
5
3
5
1

F
A
X
0
9
4
9
―
2
6
―
4
6
0
1

教
頭
（
安
河
内
）
・
教
育
相
談
係

（
荒
木
・
小
山
・
篠
原
）
ま
で

1
講
習
種
類
・
と
　
き

第
1
種
　
平
成
13
年
8
月
21
日
・

22
日
・
23
日

第
2
種
　
平
成
13
年
8
月
29
日
・

30
日
・
31
日

2
と
こ
ろ

福
岡
市
早
良
区
百
道
浜

1
―
3
―
3

福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

3
申
請
書
提
出
先
及
び
受
付
期
間

財
団
法
人
　
福
岡
県
消
防
設
備
安

全
協
会
　
〒
8
1
0
―
0
0
7
3
福

岡
市
中
央
区
舞
鶴
3
―
9
―
7

福
岡
市
消
防
局
内

1
0
9
2
―
7
2
2
―
1
2
6
5

平
成
13
年
7
月
2
日
〜
8
月
2
日

（
持
参
又
は
郵
送
）

4
そ
の
他

町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1283 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
在宅介護支援センター 1282 ― 5167
東部在宅介護支援センター 1282 ― 5103

＜期間＞�
平成13年8月～平成13年12月の�
土曜・日曜・祝祭日を除く16日間�
＜定員＞�
各コース20人�
＜対象＞�
福岡県在住の方55歳以上で65歳未満の人�
�

福岡県では、現在仕事を求めている高年齢者の雇用就業機会の拡大を図るためパソコン講習を
実施します。この機会にパソコンの世界に飛び込んでみませんか。�

＜受講料＞�
無料（テキスト代不要）�
＜申込先＞�
（社）福岡県高齢者能力活用センター�
　　  「パソコン講習」係�
　　  （1092-432-6800）�

�

C
型
肝
炎
相
談
窓
口
の

設
置
に
つ
い
て

教
育
相
談
に
つ
い
て

平
成
１３
年
度
遠
賀
高
校

情
報
通
信
技
術（
IT
）講
習
会

平
成
１３
年
度
消
防
設
備

点
検
資
格
者
講
習
会



と
こ
ろ

福
岡
市
（
ア
ク
ロ
ス
福
岡
6
階

6
0
1
会
議
室
）

北
九
州
市
（
K
M
M
ビ
ル
4
階
第

1
会
議
室
）

※
郵
送
受
付
を
行
い
ま
す
。

（
受
付
期
間
7
月
9
日
〜
8
月
3

日
ま
で
の
消
印
分
）

○
試
験
日

10
月
21
日
（
日
）

○
試
験
地

福
岡
市
・
北
九
州
市
及

び
久
留
米
市

問
い
合
わ
せ

（
財
）福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

1
0
9
2
―
7
3
7
―
8
0
1
3

（
試
験
専
用
）

○
受
験
申
込
書
配
布

と
　
き

7
月
9
日（
月
）〜
8
月
3
日（
金
）

と
こ
ろ
（
財
）
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
本
部
・
北
九
州
事
務
所

県
建
築
都
市
部
指
導
課
及
び
土
木

事
務
所
建
築
指
導
課

（
大
牟
田
土
木
事
務
所
は
除
く
）

○
受
験
申
込
受
付

と
　
き

7
月
30
日（
月
）〜
8
月
3
日（
金
）

海
上
保
安
庁
で
は
、「
海
難
0
へ

の
願
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
7
月
16

日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、
全
国
海
難

防
止
強
調
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

運
動
期
間
中
の
行
事
予
定

若
松
港
内
交
通
管
制
室
の
一
般
公
開

と
　
き

運
動
期
間
中
の
毎
日
10
時

か
ら
15
時
ま
で

と
こ
ろ

若
松
港
内
交
通
管
制
室

（
北
九
州
市
戸
畑
区
牧
山
5
―
1
―
3
）

内
　
容

①
洞
海
湾
内
の
通
航
船
舶
の
管
制

等
を
行
っ
て
い
る
施
設
の
公
開

※
洞
海
湾
が
一
望
で
き
ま
す
（
大

型
双
眼
鏡
有
り
）

②
洞
海
湾
の
歴
史
等
に
関
す
る
資
料

展
示
及
び
海
上
保
安
庁
業
務
紹
介
等

問
い
合
わ
せ

若
松
港
内
交
通
管
制
室

1
0
9
3
―
8
7
1
―
2
4
8
2

若
松
海
上
保
安
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
１３
年
度
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
資
格
試
験

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
5
月
31
日
受
付
分
ま
で
）�

�

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

○
石
松
伊
津
子
　
様
　（
戸
切
白
谷
）�

　
故
　
石
松
　
清
松
　
様
　
65
歳�

○
古
谷
　
幸
子
　
様 

 （
百
合
ヶ
丘
）�

　
故
　
古
谷
　
正
雄
　
様
　
78
歳�

○
梯
　
喜
九
久
　
様
　（
八
幡
西
区
）�

　
故
　
梯
　
智
子
　
様
　
　
71
歳�

○
吉
田
哲
太
郎
　
様
　（
旭
　
　
東
）�

　
故
　
吉
田
　
美
代
　
様
　
75
歳�

○
吉
田
　
孝
行
　
様
　（
手
　
　
野
）�

　
故
　
吉
田
ハ
ル
エ
　
様
　
90
歳�

○
竹
井
　
敏
江
　
様
　（
手
　
　
野
）�

　
故
　
竹
井
　
登
　
　
様
　
66
歳�

○
広
渡
　
昌
俊
　
様
　（
新 

松 

原
）�

　
故
　
広
渡
　
正
樹
　
様
　
85
歳�

○
花
田
　
武
司
　
様
　（
新
海
老
津
）�

　
故
　
花
田
ミ
ツ
ヱ
　
様
　
94
歳�

○
深
川
　
一
則
　
様
　（
旭
　
　
南
）�

　
故
　
深
川
と
し
子
　
様
　
53
歳�

○
石
松
　
俊
雄
　
様
　（
東 

京 

都
）�

　
故
　
石
松
　
郁
代
　
様
　
64
歳�

○
平
川
　
ス
ズ
子
様
　（
波
　
　
津
）�

　
故
　
平
川
　
壽
男
　
様
　
75
歳�

○
深
田
　
豊
治
　
様
　（
名
古
屋
市
）�

　
故
　
深
田
　
郁
子
　
様
　
57
歳�

○
花
田
　
ヤ
ス
子
様
　（
西 

高 

陽
）�

　
故
　
花
田
　
正
　
　
様
　
82
歳�

○
原
　
晴
美
　
様
　
　（
南 

山 

田
）�

　
故
　
原
　
英
之
　
　
様
　
67
歳�

○
白
谷
　
正
彦
　
様
　（
南 

高 

陽
）�

　
故
　
白
谷
　
春
吉
　
様
　
72
歳�

○
石
橋
　
陽
子
　
様
　（
野 

間 

四
）�

　
故
　
石
橋
由
紀
雄
　
様
　
54
歳�

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ�

○
井
上
チ
ク
ヨ
様�

○
安
部
ヨ
シ
子
様�

○
花
田
ヤ
ス
子
様�

○
平
川
ス
ズ
エ
様�

○
広
渡
昌
俊
様�

○
石
松
俊
雄
様�

○
花
田
武
司
様�

▽
一
般
寄
付
と
し
て�

○
サ
ー
ク
ル
鯉
様�

○
と
も
し
び
の
会
様�

応 募 資 格　県内在住の小学生と保護者（性別は問いませんが、保護者は1名に限
　　　　　　ります）�
応 募 人 数　各45人程度（応募多数の場合は抽選）�
応 募 方 法 　往復はがきに、住所、氏名、年齢（小学生は学年）、電話番号、希
　　　　　　望日を記入し、　　　　　　�
　　　　　　〒812-8577福岡県庁県民情報広報課広聴係　あて送付。�
　　　　　　・1枚のはがきで3人まで申し込みできます�
　　　　　　・小学生以外のお子様のご同伴はご遠慮ください�
参   加   費　無料（昼食は各自持参してください）�
応 募 締 切　 7月23日（月）必着�
問い合わせ　県民情報広報課 　1092-643-3103�
�

8月2日（木）�

8月6日（月）�

8月8日（水）�

8月10日（金）�

実施日�

午前9時�
飯 塚 発�

午前9時�
小 倉 発�

午前9時�
福 岡 発�

午前9時�
久留米発�

出発地�

・緑化センター�
・青少年科学館�

・動物管理センター�
・少年自然の家「玄海の家」�

・水産海洋技術センター内水面研究所�
・あまぎ水の文化村�

・多々良川浄化センター�
・社会教育総合センター少年自然の家�

見学先�



と
　
き

7
月
13
日
（
金
）

18
時
30
分
〜
19
時
ま
で

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

横
井
俊
文
・
岩
藤
佳
子
・

清
水
美
保
（
チ
ュ
ー
バ
）

曲
　
目「
オ
ブ
ラ
デ
ィ
・
オ
ブ
ラ
ダ
」

入
場
料

無
料
※
た
だ
今
、
出
演
者
募

集
中
！
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

と
　
き

7
月
20
日
（
金
）

18
時
30
分
〜
19
時
ま
で

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

出
演
者

天
村
朋
子
・
内
川
和
子

曲
　
目
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
他

入
場
料

無
料

②
14
時
30
分

③
18
時
30
分

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）

料
　
金

（
前
　
売
）
一
般
1,
5
0
0
円

（
当
　
日
）
一
般
1,
8
0
0
円

高
・
大
1,
5
0
0
円

小
・
中
1,
0
0
0
円

シ
ニ
ア
1,
2
0
0
円

※
前
売
券
は
、
一
般
の
み
の
販
売
と

な
り
ま
す
。

瀬
木
貴
将
＆
S
I
S
A
Y

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
ア
ン
デ
ス
〜
風
の
音
〜

サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ
＆
ケ
ー
ナ
の
第
一

人
者
瀬
木
貴
将
、
ピ
ア
ノ
の
魔
術
師

佐
山
雅
弘
、
エ
ク
ア
ド
ル
出
身
の
民

族
音
楽
グ
ル
ー
プ
S
I
S
A
Y
が
お

送
り
す
る
七
夕
の
夜
限
定
ス
ペ
シ
ャ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
！

と
　
き

7
月
7
日
（
土
）

開
　
場

18
時
30
分

開
　
演

19
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
全
席

指
定
）

料
　
金

前
　
売
　
2,
5
0
0
円

当
　
日
　
2,
8
0
0
円

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

ス
ポ
ッ
ト
講
座

☆
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

ク
ラ
ス

暑
い
夏
を
彩
る
涼
し
気
で
か
わ
い

ら
し
い
ミ
ニ
ブ
ー
ケ
を
つ
く
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

と
　
き

7
月
12
日
（
木
）

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ

創
作
室

講
　
師

ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
正
教
授
　
畑
間
雅
子

受
講
料

2,
5
0
0
円
（
材
料
費

込
み
）

定
　
員

15
名

持
参
物

花
バ
サ
ミ

締
　
切

7
月
7
日
（
土
）

☆
和
紙
ち
ぎ
り
絵

初
夏
ら
し
く
涼
し
気
な
絵
柄
の
ち

ぎ
り
絵
で
お
部
屋
を
飾
り
ま
せ
ん

か
？

と
　
き

7
月
24
日
（
火
）
10
時
〜

12
時
30
分

と
こ
ろ

2
0
1
・
2
0
2
会
議
室

講
　
師

和
紙
ち
ぎ
り
絵
し
ゅ
ん
こ

う
認
定
講
師
　
荒
井
悦
子

受
講
料

1,
0
0
0
円

材
料
費

①

夕
暮
1
,
5
7
5
円

②
立
葵
1,
0
5
0
円
　
③
小
鳥
8

4
0
円

定
　
員

20
名

持
参
物

フ
エ
キ
ノ
リ
・
ハ
サ
ミ
・
水

入
れ
・
筆
記
用
具
・
手
拭
き
・
目
打
ち

締
　
切

7
月
17
日
（
火
）

※
ご
希
望
の
方
は
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
て
お
申
込

み
下
さ
い
。

地
域
音
楽
家
の
み
な
さ
ん
に
発
表

の
場
を
提
供
し
、
音
楽
の
町
づ
く
り

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

と
　
き

7
月
6
日
（
金
）

18
時
30
分
〜
19
時
ま
で

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

金
　
任
淑
他
（
ク
ラ
シ
ッ

ク
＆
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
）

曲
　
目

サ
テ
ィ
作
曲「
ジ
ュ・
ト
ゥ
・
ヴ
」他

入
場
料

無
料

・
・
・�

・
・
・�

児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
6
月

に
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
6
月

以
降
の
児
童
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

6
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
な
ど
問

い
合
わ
せ
は
こ
ど
も
未
来
課
へ

名
画
シ
ア
タ
ー「

ホ
タ
ル
」

時
代
が
残
し
た
「
戦
争
」
と
い
う

心
の
傷
跡
。

そ
の
痛
み
を
越
え
、
新
し
い
世
紀

を
生
き
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
熱
い

勇
気
を
贈
る
感
動
大
作
。

と
　
き

7
月
20
日
（
祝
）

①
10
時
30
分

現
況
届
の
提
出
は
お
す
み
で
す
か

（
児
童
手
当
受
給
中
の
皆
さ
ん
へ
）
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会福祉協議会事務局長）〇田口　貫次企画政策室付課長補佐遠
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切小学校（学校教育課戸切小学校）〇占部　雪子・大庭　幸子・高
橋　絵美教育総務課吉木小学校（学校教育課吉木小学校）〇吉浦
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６月4日付けの組織機構改革により人事異動を行いましたのでお知らせいたします。�
（　）内は前職�



小
　 

型 

　
車
�

大
　
　
型
　
　
車
�

小
　 

型 

　
車
�

人
　
頭
　
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
）
�

従
　
量
　
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
）
�

大
　
　
型
　
　
車
�

映像広報～放映予定～�

6月下旬～7月上旬�
　　……「ウェーブアリーナ�
 落成から1年」�
7月中旬�
　　……「職員採用試験」と�
 「選挙」�
7月下旬～8月上旬�
　　……「夏まつり」と�
 「選挙」�

戸
切
白
谷�

野
間
一
、 

野
間
二
、野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄

団
地)

、新
海
老
津（
星
ヶ
丘
）、海
老
津
、上
畑�

西
黒
山
、 

東
黒
山
、糠
塚
、西
山
田
、東
山
田
、�

緑
ヶ
丘
、野
間
一�

三
吉
、吉
木�

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山
、糠
塚�

戸
切
白
谷
、戸
切�

野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄
団
地)

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

内
浦�

湯
川
、波
津
、内
浦�

手
野�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

原
、新
松
原
、元
松
原�

戸
切
、戸
切
百
合
野�

三
吉
、東
黒
山
、西
黒
山
、糠
塚
、戸
切�

手
野�

湯
川
、波
津�

上
海
老
津
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷�

手
野
、戸
切
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷�

戸
切
、戸
切
百
合
野�

糠
塚 

、東
松
原
、百
合
ケ
丘
、鍋
田
、高
陽
、�

東
高
陽
、南
高
陽
、西
高
陽
、戸
切
白
谷
、�

海
老
津
、新
海
老
津
、東
海
老
津
、上
海
老
津�

新
松
原
、三
吉
、吉
木�

吉
木�

高
塚
、吉
木(

倉
丸)

、塚
原�

高
倉
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間(

全
区)

手
野
、新
松
原
、東
山
田
、海
老
津
、

新
海
老
津
、上
畑�

内
浦
、戸
切
白
谷
、戸
切
、海
老
津
、上
海
老
津�

海
老
津
、塚
原�

手
野
、新
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚�

原
、内
浦
、手
野
、新
松
原
、三
吉
、元
松
原
、糠
塚�

高
倉
、吉
木
、元
松
原�

高
倉
、上
高
倉
、高
塚�

新
松
原
、三
吉
、手
野�

吉
木
、高
倉
、山
田
、山
田
峠
、東
山
田
、茅
原
、

東
松
原�

吉
木�

月
２
回
汲
取
り
、吉
木�

月
２
回
汲
取
り�

三
吉
団
地�

原
、波
津
、内
浦
、新
松
原
、手
野
、吉
木
、元
松
原�

原
、内
浦
、手
野
、三
吉
、吉
木�

波
津
、原
、吉
木
、高
塚
、野
間
全
区�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

吉
木
、高
塚
、東
松
原
、高
陽
、新
海

老
津
、海
老
津
、上
畑�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

西
山
田
、南
山
田（
富
士
団
地
）、茅
原
、�

百
合
ヶ
丘
、新
海
老
津
、東
海
老
津
、�

高
陽
、野
間
一
、野
間
ニ�

茅
原
、新
海
老
津(

星
ヶ
丘)

、海
老
津
、野
間
四�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、野
間
四�

緑
ヶ
丘
、西
山
田
、野
間(

全
区)

、海
老
津
、�

旭
台�

吉
木
、東
黒
山
、西
黒
山
、高
倉
、上
高
倉�

野
間(

全
区)

、東
山
田
、戸
切
白
谷
、

戸
切
、海
老
津�

吉
木
、高
塚
、上
高
倉
、上
畑
、海
老
津�

新
海
老
津
、野
間
二
、野
間
四
、南
山
田(

月
見

荘
・
富
士
団
地)

、戸
切
百
合
野�



7月上旬…東部保育所作品展�
7月下旬…寒冷紗の花（アートフラワー）�

☆休日・夜間の当番医は�
●固定資産税　7月31日………… 2期分�

●町県民税(普徴)　 7月2日…… 1期分�

●国民健康保険税　7月31日…… 2期分�

●国民年金保険料………………… 7月分�

●保育料…………………………… 7月分�

●町営住宅家賃…………………… 7月分�

☆各種相談�
●心配ごと相談�

　13日(金)｢西部公民館｣･20日(金)�

　｢東部公民館｣･27日(金)｢いこいの里｣、�

　13:30～16:00�

●法律相談�

　13日(金)｢いこいの里｣、13:30～16:30�

※電話予約が必要です。1283－2940へ�

●行政相談�

　13日(金)｢いこいの里｣　�

　27日(金)｢いこいの里｣、13:30～16:00　　�

●教育電話相談（教育委員会内）�

　1282－4884《毎週月・水・金曜日》�

税
の
標
語
�
ほ
ら
こ
れ
も
　
税
金
で
で
き
た
　
物
だ
よ
ね
　
河
村
　
和
美
�

●
収
集
日
の
2
日
前
ま
で
に
町
民
課
生
活
環
境
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
�

 
さ
い
。
�

●
大
型
ご
み
は
自
宅
ま
で
取
り
に
行
き
ま
す
。
�

●
出
せ
る
ご
み
に
つ
い
て
は
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

�

その時、診察してもらえる当番医を教�
えてくれます�

木�

金�

土�

木�

金�

土�

木�

金�

土�

第4水�

三吉、三吉団地、糖塚、山田、塚原、�
上高倉�

戸切、戸切白谷、戸切百合野、�
上海老津、山田峠、龍王団地�
�

湯川、波津、原、内浦、元松原、手野�
新松原�

野間（1、2、3、4）西山田�
茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘�

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、�
松ヶ台、公園通り�
�

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽�

吉木、西黒山、東黒山、高塚�

東松原、百合々丘、東海老津、高陽�

海老津、つくし会、上畑、新海老津�



と
後
の
こ
と
で
あ
る
。

松
尾
栄
は
、
福
岡
藩
の
中
老
で
あ
る
野

村
東
馬
（
五
千
五
百
石
）
に
仕
え
る
家
臣

だ
っ
た
。
廃
藩
置
県
で
武
家
社
会
が
消
滅

し
た
後
、
福
岡
か
ら
遠
賀
郡
本
城
村
に
転

居
し
て
い
た
松
尾
栄
に
、
内
浦
小
学
校
教

師
と
し
て
慫
慂

し
ょ
う
よ
う

が
あ
っ
た
の
は
明
治
七
年

の
頃
で
あ
る
。

こ
れ
を
応
諾

お
う
だ
く

し
た
松
尾
栄
は
、
一
家
揃

っ
て
内
浦
に
住
居
を
移
し
た
。

内
浦
小
学
校
は
、
明
治
七
年
三
月
に
開

校
す
る
。内
浦
字
高
入
に
で
き
た
同
校
は
、

下
等

か
と
う

科
だ
け
で
出
発
し
た
。

因ち
な

み
に
、
岡
垣
で
の
学
校
発
足
は
山
田

小
学
校
が
明
治
六
年
、
吉
木
小
学
校
は
明

治
七
年
一
月
の
開
校
で
あ
る
。

こ
の
頃
は
、
ま
だ
福
岡
県
に
教
師
の
専

門
養
成
機
関
が
な
く
、
師
範
学
校
が
で
き

る
の
は
明
治
九
年
七
月
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
小
学
校
に
は
神
官
や
僧
侶
、

そ
し
て
武
士
だ
っ
た
者
が
、
小
学
校
教
則

に
よ
る
検
定
を
受
け
て
教
師
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
か
っ
た
。
も
と
福
岡
藩
士
だ
っ
た

松
尾
栄
も
、
一
年
間
を
福
岡
の
教
師
養
成

士
族
の
教
師
松
尾
栄
の
こ
と

も
う
二
十
年
程
も
前
の
こ
と
。
内
浦
で

お
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
。

「
明
治
の
頃
、
こ
こ
の
人
た
ち
が
忘
れ

ち
ゃ
ー
い
か
ん
大
恩
人
に
松
尾
栄
先
生
が

ご
ざ
っ
た
。
先
生
に
は
足
を
向
け
て
寝
る

な
と
言
わ
れ
た
も
ん
た
い
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

そ
の
頃
、
ま
だ
内
浦
に
は
全
く
不
案
内

な
私
は
、
「
松
尾
先
生
と
は
何
者
だ
ろ

う
？
」
と
訝

い
ぶ
か
る
だ
け
だ
っ
た
。

松
尾
栄
が
、
明
治
初
期
の
岡
垣
で
た
だ

一
人
の
士
族
で
あ
り
、
内
浦
小
学
校
が
発

足
し
た
頃
の
教
師
だ
と
知
っ
た
の
は
随
分

所
に
学
ん
で
教
師
免
許
を
得
て
い
る
。
内

浦
の
松
尾
穂
波
氏
宅
に
は
、
福
岡
県
が
第

五
大
区
（
当
時
の
遠
賀
郡
の
呼
称
）
士
族

松
尾
栄
に
交
付
し
た
明
治
八
年
四
月
付
け

の
「
下
等
小
学
校
教
師
免
許
候
事
」
と
あ

る
仮
免
證
が
遺の

こ

さ
れ
て
い
る
。

内
浦
小
学
校
の
通
学
区
は
、
手
野
・
内

浦
・
原
・
波
津
の
四
カ
村
で
、
明
治
八
年

当
時
の
生
徒
数
は
男
女
百
二
十
五
人
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
下
等
小
学
校
の

教
科
書
内
容
は
、
輪
講
（
書
物
の
講

義
）
・
読
物
・
書
取
り
・
算
術
・
体
操
・

作
文
・
習
字
な
ど
だ
っ
た
。

内
浦
校
開
校
時
の
教
師
は
、
大
西
泰

や
す
し
が

一
人
だ
け
で
、
校
長
兼
務
で
あ
る
。

松
尾
栄
が
内
浦
小
学
校
に
迎
え
ら
れ
る

と
、
大
西
泰
は
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
よ
う

に
退
職
し
て
い
る
。
明
治
九
年
に
松
尾
栄

は
校
長
に
な
り
、
新
た
に
宮
内
輝
吉
が
教

師
と
し
て
入
り
、
内
浦
小
学
校
の
教
師
は

二
人
体
制
と
な
っ
た
。

と
き
に
松
尾
栄
、
二
十
六
歳
の
と
き
で

あ
る
。
以
来
、
栄
は
明
治
三
十
四
年
十
月

の
退
職
ま
で
、
二
十
七
年
間
を
内
浦
小
学

校
教
師
と
し
て
過
ご
し
た
。

こ
の
間
、
明
治
二
十
二
年
に
岡
県
村
が

発
足
。内
浦
小
学
校
は
児
童
数
も
増
加
し
、

同
年
九
月
に
内
浦
字
名
切
に
新
校
舎
を
新

築
移
転
、
明
治
三
十
年
代
に
は
就
学
児
童

も
百
七
十
人
前
後
を
数
え
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
間
の
松
尾
栄
の
業
績
は
、
就
学

率
が
悪
い
農
漁
村
部
で
献
身
的
に
児
童
の

就
学
に
努
め
、
多
く
の
人
材
を
育

は
ぐ
く
ん
だ
こ

と
だ
ろ
う
。
当
時
、
こ
の
地
域
か
ら
東
京

帝
大
卒
業
者
が
二
人
で
て
い
る
の
も
、
そ

の
証
左
の
一
つ
で
、
大
正
時
代
中
期
に
民

本
主
義
擁
護
の
た
め
新
渡
戸
稲
造
・
与
謝

野
晶
子
な
ど
知
識
人
で
結
成
さ
れ
た
黎
明

会
メ
ン
バ
ー
の
慶
応
義
塾
教
授
占
部
百
太

郎
も
教
え
子
で
あ
る
。

教
師
を
辞や

め
た
晩
年
の
彼
は
、
内
浦
若

宮
社
や
西
部
地
域
の
村
社
の
神
官
と
な

り
、
村
人
か
ら
敬

う
や
ま

わ
れ
た
。

『
内
浦
小
学
校
百
年
史
』
に
、
松
尾
栄

か
ら
教
わ
っ
た
人
た
ち
の
回
想
が
載の

っ
て

い
る
。
す
で
に
故
人
だ
が
、
八
幡
で
長
年

教
職
に
あ
っ
た
持
松
甚
壮
氏
は
、
松
尾
栄

を
「
古
武
士
の
よ
う
な
先
生
だ
っ
た
」
と
。

宮
田
で
小
学
校
長
だ
っ
た
海
老

え

び

光
二
氏

は
、
み
ん
な
か
ら
「
大お

お

先
生
と
呼
ば
れ
て

慕
わ
れ
て
い
た
」
と
、
恩
師
を
偲
ん
で
い

る
。

石
井
　
邦
一

15人�

138人�

16,366人（△29）�

14,662人（△11）�

91人� 117人�

48.51

29人�

47

世帯�

町内の交通事故状況（人身）�

救急・火災医療　5月分�

事故件数（件）�

死亡者数（人）�

重傷者数（人）�

軽傷者数（人）�

遠賀郡消防本部�

（5）�

▼『広報に希望とともに来て、泣く泣く出ていく』と言
って、広報担当者となり２年と８か月、最後のほうは、
体調を壊し入院してしまいまして、４・５・６月号は広
報紙なっていない広報紙で皆さんには、大変申し訳なか
ったと痛感しています。
退院後、復帰して皆さんが読みたくなる広報紙づくり
を目指して、がんばろうとしたのですが、異動となりま
した。
ここまでしてこられたのも読者の皆さんの暖かい励ま
しがあってのこと、読者の皆さんに、感謝して最後の言
葉とします。（また、広報担当になれたらいいな・・・。）
本当に皆さんありがとう・・・。 （ぞの）

▼６月４日付で町長公室付（現企画政策室）から地域づ
くり課へ。役場に勤めることとなって初めて担当するの
が広報という事もあり、少し戸惑いはあるもののこの広
報というフィールドで、自分なりに皆さんへわかりやす
くお伝えしたいと思っています。
全国の広報担当者に伝わる有名な言葉に『広報に泣く
泣く来て、泣く泣く出ていく』という言葉があるそうで
す。（実は私も初めて聞きました。）この言葉の意味が１
日でも早く分かるように、町民の皆さんに楽しんで頂け、
また、自分自身が楽しめるような広報を造りたいと思っ
ています。
町民の皆さんよろしくお願いします。 （三浦）


